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東医大誌　59（1）：82～86，2001
第146回東京医科大学医学会総会
日　　時：平成12年Il月4日（土）午後1時～午後4時40分
会場：東京医科大学病院臨床講堂（6階）
当番教室：解剖学第二講座，皮膚科学講座
■東京医科大学雑誌投稿論文奨励賞・医学会奨励賞受賞講演ならびに表彰
1．投稿論文奨励賞受賞講演
　（1）sm胃癌におけるEcadherin，　MT－MMP，　MMP2・9，　TIMP2の発現と組織内局在
　　　　　　　　　　内科学第四講座　○森田　重文　三坂　亮一　川口　　実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤　利彦
（2）局所限局性前立腺癌の再燃予測診断法としてのmorphometryの検討
　　　　　　　　　　泌尿器科学講座　○尾山　博則　伊藤　貴章
2．医学会奨励賞受賞講演
　（1）　Convergence　from　horizontal　semicircular　canal　and　otolith　on　cat　single　vestibular　nuclei　neurons
　　　　　　　　　　生理学第二講座　00X．L　Zhang，　M．　Zakir，　H．　Meng
　　　　　　　　　　　　　　　　　　H．　Sato，　Y．　Uchino
　（2）CTガイド下経気管支鏡肺生検の診断法としての有用性，及び問題点に関する検討
　　　　　　　　　　外科学第一講座　○佐治　　久　緒方　　潔　大平　達夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄田　聡哉　土田　敬明　小中　千守
　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　治文
　　　　　　　　　　放射線医学講座　○阿部　公彦
特別講演：1．肝癌の診断と治療　　　最近の現況と今後の展望
　　　　　　　　　　内科学第四講座　森安　史典　主任教授
　　　　　2．膀胱癌における細胞生物学的特性解析に基づく診断と治療
　　　　　　　　　　泌尿器科学講座　橘　　政昭　主任教授
シンポジウム：神経伝達物質と疾患　（司会　古賀　道之）
シンポジウム
1．
　　　　　神経伝達物質とは？
（東京医科大学解剖学第2講座）
　　　　　　　　　　　　　　　山田　仁三
（東京医科大学薬理学講座）
　　　　　　　　　　　　　　　渡辺　泰雄
（
　　生体の生理調節に重要な役割を果たす生体内微量
　活性物質の一つに伝達物質と総称されるものがある．
　伝達物質は，生体内の3大調節機構である神経系，内
　分泌系，免疫系に存在し，神経系の伝達物質は「神経
　伝達物質」と称される．神経伝達物質が放出される組
　織と，受容体との距離は約80Aとされており，他の伝
　達物質と比較して最も至近距離に特異的受容体が存
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在する．
　「神経伝達物質」は，少なくとも①特異的な合成酵
素，②放出機構，③特異的な代謝機構，④特異的
な受容体の存在の必要十分条件を備えていなければ
ならない．さらに，伝達物質には前駆物質が存在する．
例えば，Dopamine，　Noradrenalin　（Norepinephrine），
Adrenalin（Epinephrine）は，共通する前駆物質である
Tyrosine（必須アミノ酸の一つ）を有し，　Tyrosineが神
経系に取り込まれると水酸化酵素によってDopaと
なり，脱炭酸酵素によってDopamineとなる．
Dopamineは神経終末の穎粒小胞に存在し，その後，刺
激によって放出される．NoradrenalinはDopamineか
ら，さらに水酸化酵素によって生成されNoradrenalin
神経終末に存在する．Adrenalinは転移酵素によって
Noradrenalinから生成される．すなわち，神経伝達物
質は特異的な酵素の存在によって局在が決定する．
　放出機構においては，Ca2＋と密接な関連性を有する
Synaptotagmineを始めとする放出調節因子が神経終
末膜近傍にある小胞を膜に接合させ開口によって「神
経伝達物質」を細胞外に放出させる役割を有する．放
出の調節は，神経終末の細胞膜上に存在する自己受容
体（Autoreceptor）によっても行なわれている．神経
終末から放出された伝達物質は，受容体の存在する神
経細胞に到達するが，この放出段階で，伝達物質を枯
渇させないで情報を瞬時に伝達するための生理学的
手段が存在する．それが，再摂取（Reuptake）である．
　神経伝達物質の代謝機構は大別して2種類ある．一
つは受容体が存在する側の神経細胞における特異的
酵素での代謝（Acetylcholineなど）と，別の一つは，
放出された伝達物質が神経終末に再摂取され，ミトコ
ンドリアに存在する酵素によって代謝される機構で
ある．
　以上のように，「神経伝達物質」は神経細胞から放出
される微量活性物質であるが，一つの神経終末に一種
類の伝達物質とは限らない．さらに，これらは興奮性
や抑制性に分類可能である．
　付記するに，神経伝達物質放出のための細胞内Ca2＋
の調節機構である電位依存性Ca2＋チャネルに正常状
態と病態時に異なるサブタイプが存在するとの示唆
は今後の神経伝達物質の研究に更なる興味を抱かせ
るものと思われる．
2．
　ヒト皮膚微小血管内皮細胞の
ケモカイン産生と接着分子発現に
対するノルアドレナリンの効果
（東京医科大学皮膚科）
　加藤　雪彦　　渋谷　博文　　磯部　環貴
　斎藤万寿吉　　玉城　　毅　　古賀　道之
　（背景）神経は神経伝達物質を介して皮膚炎症反応
に関与することが明らかになりつつある．ヒト皮膚微
小血管内皮細胞（HDMEC）は炎症細胞の局所への誘
導のkey　elementである．（目的）HDMECのケモカ
イン産生と接着分子発現における，ノルアドレナリン
（NA）とサイトカインの効果を検討する．（材料と方
法）HDMECをサイトカイン（IL－1α，　IL－1β，　IFN一γ，
IL－4，　IL－10，　IL－13）とNA，または組合せで刺激し，ケ
モカイン（MCP－1，IL－8，　RANTES，　Eotaxin）産生，接
着分子（VCAM－1，　ICAM－1，　E－selectin）の発現を
ELISA，　FACSで測定した．（結果）NA，　IL－1α共刺激
はIL－1α単独刺激に比べてIL－8産生，　ICAM－1発現が
増加し，NA，　IL－1β共刺激はIL－1β単独刺激に比べて
E－selectinの発現が増加した．　IL－10，　IL－13単独刺激に
比べてVCAM－1，ICAM－1の発現とMCP－1産生を
抑制した．（結論）NAはHDMECに対する効果を修
飾する．
3．
神経伝達物質からみた精神科疾患研究の
　　　　　概略と治療薬の進歩
（東京駅科大学精神医学教室）
池田　良一
　精神疾患治療薬は，1950年代に抗精神病薬，抗うつ
薬，抗不安薬などの基本的薬物が開発された．それら
はその後の神経伝達物質の発見によって，薬効発現機
序や疾患の成立機序の研究につながっていった．その
後次々に発見された種々の受容体の役割，セカンド
メッセンジャーなどが研究され，より副作用の少ない
薬物の開発がおこなわれた．
　精神分裂病は抗精神病薬の主作用がドパミン神経
遮断作用にあることからドパミン仮説が生まれた．更
にD，受容体遮断作用が幻覚妄想などの陽性症状に，
（2）
